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設し市甘J花まつ

か

ん

ド

つ

え

花
ま
つ
り
と
い
う
の
は
、
濯
仏
会
と
呼

ぷ
、
四
月
八
日
の
釈
迦
の
誕
生
日
を
祝

う
仏
教
行
事
の
ひ
と
つ
で
、
桜
な
ど
の

花
で
飾
っ
た
小
さ
な
む
堂
の
中
に
、
甘

茶
を
入
れ
た
水
盤
を
置
い
て
釈
迦
像
を

安
置
し
、
参
拝
去
は
、
ひ
し
ゃ
く
で
仏

像
に
廿
茶
を
か
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。

大
和
保
育
所
(
丙
宵
幸
子
所
長
)
で

は
、
毎
年
四
月
八
日
に
成
福
与
を
、
五

月
八
日
に
は
長
浜
幼
稚
園
と
一
緒
に
臨

江
寺
を
参
拝
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も

年
長
組
の
園
児
十
八
人
が
成
福
寺
を
参

拝
し
ま
し
た
。

神
妙
な
面
持
ち
で
順
番
に
廿
茶
を
か

け
た
園
児
達
は
、
住
職
の
二
井
前
さ
ん

か
ら
花
ま
つ
り
の
由
来
を
話
し
て
も
ら

い
、
し
き
り
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
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公共施設の使用料品一一哩一

j高

税
の
導
入
で

公
共
施
設
の
使
用
料
が

変
わ
り

四
月
一
日
か
ら
消
費
税
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
長
浜
町
の
公
共
施
設

の
使
用
料
を
次
の
よ
う
に
改
定
し
ま
す
。

総

務

関

係

住
宅
使
用
料
マ
有
線
放
送
使
用
料
マ

町
民
会
館
使
用
料
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

一
改
定
の
内
容
]
改
定
前
料
金
×
一
二
%

と
し
、
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。

。
住
宅
使
用
料

住
宅
、
処
理
場
、
駐
車
場
と
も
、
そ

れ
ぞ
れ
二
一
%
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

例

nu小
浦
団
地
八
棟
に
居
住
し
、
駐

車
場
二
台
分
)
を
借
り
て
い
る
人
の

場
合
。

昨
門
的
(
章
者
τ
g
e
c
c
c
Z
(
尽
盟
主
除
)

〉
八

ω
中
小

l
ω
0
0
一
}
]
(
五
鴻
設
。
)

5
4
0
0
3
2
十
ω
c
c
B
l
E占
ω
c
c
z

信
局
話
志
君
主
n
v
y日
CC
司
(
山
片
同
志
全
砂
)

〉
〈

ω
中
小

U
A
Z
羽
(
町
五
時
議
吟
)

ケ
日
cc
一
」
+
品
目
玉

l
f
日
仏
日
主

湾
世
話
「
浩
一
立
背
中
n
v
g
o
Z
(
尽
尚
早
雲
+
山
吋
一

簡

生

関

係

火
葬
場
使
用
料
マ
廃
棄
物
処
珂
の
手

数
料
及
び
使
用
料
マ
共
葬
墓
地
使
山
料

な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

一
改
定
の
内
容
}
改
定
前
料
金
×
一
二
%

と
し
、
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。

×

ω
X
1
5
Z
(
玉
川
淵
窓
ゆ
)

日

0
0
2
十

5
2
H
N日
5

2

5
-
8
0一
」
十

y
印
品
目
耳
十
日
同
日
耳

l
H
N占
ω品
(
)
亙

。
有
線
放
送

使
用
料

そ
れ
ぞ
れ

三
%
が
加
算

さ
れ
、
下
表

の
料
金
に
な

り
ま
す
。

加
入
、
譲

渡
加
入
、
補

修
子
数
料
に

つ
い
て
も
一

率
三
%
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

有線放

種別

単独基本料金(1かけ)

併設基本料金(1か月)

お知らせ放送料金(1 回)

広告放送料金(1 回)

送

前
記
使
用
料
す
べ
て
に
勺
て
は
ま
り

ま
す
。

住

民

関

係

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
使
用
料
な
ど

が
変
わ
り
ま
す
。

一
改
定
の
内
容
一
改
定
前
料
金
×
二
一
%

す

と
し
、
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。

※
諸
証
明
の
子
数
料
は
今
ま
で
通
り

で
す
。建

=)1.. 
E又

関

{系

港
湾
施
設
使
用
料
、
漁
港
使
用
料
な

ど
が
変
わ
り
ま
す
。

一
改
定
の
内
容
一
改
定
前
料
金
×
三
%

と
し
、
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。

土
地
の
貸
付
に
関
わ
る
も
の
は
除
き

ま
す
。経

清

関

係

鳥
獣
飼
育
許
可
手
数
料
な
ど
が
変
わ

り
ま
す
。

一
改
定
の
内
容
一
改
定
前
料
金
×
一
二
%

と
し
、
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。

教

育

関

係

社
会
体
育
施
設
使
用
料
、
学
校
体
育

施
設
使
用
料
、
社
会
教
育
施
設
使
用
料

な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

一
改
定
の
内
容
一
改
定
前
料
金
×
三
%

と
し
、
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。

前
記
使
用
料
す
べ
て
に
当
て
は
ま
り

ま
す
。

水

道

関

係

上
水
道
使
山
料
、
簡
易
水
道
使
用
料

な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

{
改
定
の
内
容
}
(
基
本
料
金
十
従
量

料
金
)
×
三
%
と
し
、
円
未
満
は
切
り

捨
て
ま
す
。

。
上
水
道
使
用
料

例

l
t水
道
一
-
卜
立
か
い
川
を
使
間
し

た
場
合

制
サ
宇
品
げ
n
v
-
h
c
c
z

R
剛
草
ゆ
n
v
N
G
C
Z
×
】
己
目
ω
l
N
4
0
0
C
2

f
日

cc-
」
十

N占
O
C
0
2
M
M
ω
-日
c
c
z

(
間
同
州
同
部
芝
山
げ
)

ω4印
CC
ヨ×
ω
中
小

l
H
8
2
2
1山
一
思
議
め
)

ω4日
c
c
Z
十

H
c
m
z
l
ω
4
g
m
z

( 1戸または l世帯 1か月分)

専 用 栓 連 用 栓-共用栓 特 思IJ 栓

基 本 不十 金 従量料金 基 本 料金 従量料金 船舶用 臨時用

1 3% 1 ， 500円 11m'以上 1 3% 1， 230円 11m'以上 1m'につき 基本料金は

1 6'弥 1 ， 870円 1m'につき 1 6% 1 ， 470 円 1m'につき 230円 専用栓と

20% 2， 1 50円 200円 20% 1， 590円 200円 |白l額とし、

25円払 2， 520円 25円¥n 1， 780円 11m'以上

30% 3， 780円 1m'につき
40% 5. 370 円 230円

50% 8， 1 80円

75% 1 5， 430円

官蒲 考 2世帯以上が生活する住宅で、受水檎を設置している場合は、 k記によらず、基本料金

50ばまで7，800円とし、 51 m'以上 1m'につき 20011]とする。ただし、町営

住宅については、各戸に設置したメーター器により上記事用料金を適用する。

2. 公衆浴場は基本料金 100ばまで 7， 500 円とし、 101m'以上 1m'につき
1 00 pjとする。

表金事ヰ用道{吏水

(基本料金+従量料金) x 3 % 

一水道使用料金

上記{重用料金



支払予定表平成元年度
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臨輔箇圏お知らせ G コンニチハ園前一一一士一師ず1 明 暗 下位盟国

四
月
か
ら
は

子
艇
を
見
せ
ゐ
だ
け

身
体
障
害
者
運
賃
割
引

身
体
問
若
者
の
パ
ス
、
私
鉄
山
辺
賃

剖
引
は
、
川
円
か
ら
「
子
帳
」
を
見
せ

る
だ
け
で
よ
く
な

η
主
し
た
c

(

川
任
発

行
し
て
い
る
「
運
釘
別
出
証
」
は
一
二
月

末
で
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
c
)

手
帳
ゲ
「
一
一
檀
」
川
介
護
人
仁
川
引

き
れ
土
寸
心
で
、
心
木
務
員
に
「
J
帳」

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

請
求
書
は
お
早
め
仁

役
場
の
支
払
い
日

役
場
の
支
払
い
は
、
凶
月

-
U
か
ら

預
金
口
座
振
込
に
な
り
ま
す
。

振
込

pr~止
日
は
次
点
の
通
り
で
Lq
の

で
、
詰
求
書
は
支
む
命
令
書
締
切
日
に

間
に
合
う
よ
う
、
早
め
に
各
深
へ
提
出

第 i 回J'lri 入 み 2 1叶振込
支払命令己主 ;ム;払命令書

月
(締12 切日

振込予定 FI
臼締2・切0りまで日) 

振込予定日
目。。まで、

4 3円 1011 18日 25日
口 1日 11 1 J 18日 25日
6 5日 12日 19日 26日
7 3日 10日 18日 251:l 
B 3 n 10口 17日 251:l 
自 4 lJ 111l 18日 25日
10 3 I:l 110 18R 25 H 
11 2日 10日 17円 27LJ 
12 4日 11円 18fJ 25日
1 5 11 1]日 18日 25日
L り 5 lJ LlI:J 1 !)日 2611 
3 5日 12日 19 Fl 26 LJ 

納
め
て
い
ま
す
か

犬
切
な
保
険
料

凶
民
年
全
は
す
べ
て
何
人
が
加
入
L
、

基
礎
年
念
を
受
け
る
制
度
で
す
し

川
入
者
の
〕
ら
、
農
林
漁
業
や
白
吟

来
い
従
事
L
て
川
、
る
人
ば
、
市
町
村
行

場
か
ら
の
納
付
書
に
仁
っ
て
、
計
八
刀
で

保
険
料
を
納
め
九
十
く
て
ば
な
つ
ま
せ
ん
。

上
本
納
の
ま
±
に
v
J

て
お
く
l
〆
一
、
老
齢
基

礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
本
礎

日午八
k
が
受
け
ら
れ
な
い
現
台
が
あ
り
ま

保
険
料
の
納
付
い
は
時
効
が
あ
り
、

制
則
限
か
八
一
一
午
を
過
、
ぎ
る
と
、
納
め

み
ん
く
て
も
納
め
ら
れ
な
ぐ
な
り
ま
す
ー

年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
一
定

期
間
以
上
mu
納
付
期
聞
が
必
裂
で
す
【

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

納
め
忘
れ
合
名
く
す
る
た
め
に
は
、

口
座
振
出
口
や
納
付
組
織
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

現
況
届
の
記
入
内
容
が

変

り

空

し

た

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険

ω
交
給
者
が
引
き
続
き
午
合
一
主
受
け
よ

う
と
す
る
時
は
、
年
に
一
回
、
誕
生
月

の
末
日
ま
で
に
現
況
屈
を
提
出
し
ま
す
。

こ
の
現
祝
日
の
記
入
内
%
が
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
し
た

0

1
・
他
に
年
金
を
そ
汀
ぐ
い
る
昨
は
、

そ
の
制
山
ぷ
と
年
会
一
川
書
の
記
ぢ
品
川
げ

を
記
入
す
る
〉

2
-
M給
与
金
額
の
け
家
者
で
あ
勺
、

配
偶
者
十

f
の
氏
包
存
一
記
入
す
る

3

加
給
年
金
の
対
象
者
の
配
偶
者
が

年
金
ふ
一
三
け
て
い
れ

1
、
そ
の
制
皮
名

と
年
金
一
λ
ぃ
目
の
記
サ
乱
世
円
行
を
記
人
寸
ブ
包

O

記
入
後
、
町
長
の
証
明
金
交
け
、
切

手
を
は

A
C
ポ
ス
ト
一
一
人
れ
で
ノ
¥
だ
さ

社
会
保
険

出
掛
摺
談
の
お
知
ら
せ

松
山
内
社
会
保
険
事
務
所
で
立
、
毎

月
二
川
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談

F
行

1

て
い
ま
す
。

厚
止
下
一
年
金
や
回
以
半
金
に
つ
い
ど
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
あ
気
軽
に
ζ

利
用

く
だ
さ
い
。

一
日
時
一
四
月
二
卜

-
H
(
午
伐
-
時

か
ら
問
時
「
五
リ
ト
日
(
午
尚
卜
時
か

ら
午
後
四
時
寸
丘
月
十
九

H
(
午
後
一

時
か
乙
問
時
)

一
場
所
~
長
浜
町
商
工
会

第
一
一
、
第
四
土
問
唯
日
は

休
み
に
な
っ
て
い
ま
す

社
会
保
険
事
務
所

愛
媛
県
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
平
成

元
年
四
月
か
ら
、
社
会
保
険
事
務
一
明
は

第
二
、
ザ
引
出
土
曜

υが
休
み
止
な
っ
て

い
ま
す
。

年
金
の
裁
定
詰
ポ
や
相
談
の
と
め
に

未
庁
会
れ
る
時
に
は
、
十
分
ゴ
、
正
怠
く

そ
の
鳥
獣
飼
義
許
可
(
更
新

)
F
数
料

法
叫
ん
位
一
一
判
中
ョ
と
り
千
行
川
市
に
す
が
、

川
円
十
六
円
か
l

門
個
体
清
明
の
た
め
の

足
輪
や
一
装
着
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
一
千

川
川
に
引
き
上
げ
ら
れ
士

V
C

な
む
、
白
川
出
は
本
来
円
山
川
…
の
ま
ま
保

め
ど
ろ
会
ど
の
針
鳥
を
愛
が
ん
(
ベ
議
す
べ
今
で
あ
り
、
月
比
が
ん
飼
育
す
る

ノ
ト
)
の
同
的

-γ
飼
養
十
弓
場
合
は
、
ニ
〆
一
な
く
、
予
三
一
る
限

η
肝
外
で
観
ん
は
小

町
長
の
鳥
獣
制
JBV
一
許
可
が
必
一
安
で
す
ハ
寸
ふ
よ
う
に
し
士
一
し
よ
う
~

7
4
1
L
1
7
4
t
f
マ
/
う
/
η
/
Y
/
7
/
7
/
?
/う
L
7
j
b
7
h
j
h
f
7
h
f
?
/
(
J
j
v
f
7
L
7
J
L
7
t
7
4

「
紘
」
に
は
「
広
い
一
と
い
う
立
川
が
あ
ろ
の
で
、
知
九

島

井

町

広

い

人

Z
Oよ
よ

と

有

り

ま

し

た

の

一

ト

判

明

る

く

号

U

く
、
難
し
い
世
の
中
を
生
き
て
い
く
た
一

u
i齢
ア

離

轡

Z

J

れ
一

9

世

上

一

な

し

懸

怠

華

麗

韓

議

官

kvivi一
%
ず
ま
~

r九
っ

か

り

み

騒

鰭

謬

議

議

三

、

MAr-ζ

生
一

や

身

い

い

つ

醸

斗

々

:

…

べ

J
d

日
戸

ー

〉

描

組

問

一

ご

ぺ

一

議

J

内
、
議
瀞
一

Q
d

汁

歩
-
十
て

Z

E

戸
山
、
:
ケ
滋
、
じ

:
a
u
2
F

紘
い
い
ぶ
ん

w
ケ目

vic--KLf

h

刻
甲
山
二
、
脳
智
弘
醇
税
構
千

二
γ
ま
す
組
想
議
畿
覇
灘
関
陣
藤
監

J
一

~

ん

仏

九

土
橋
憲
簸
議
選
覇
ぺ
(
二
五
和
一7

 

川
川
離
す
難
点
轟
」
昭
一

l
j
l
/
i一

さ
ん

7
一

恵

三

し

片同 当直医ド元 電話古番号

5/ 3 石村病院 52-0275 
ト一一一一 ト一一一
5/ i{ 消 ;J，医 院 52 2 883 

ト一一一一

5/ 5 米川医院 52-0165 

5/ 7 1河内医 院 52 n 6 :3 9 

日/14 菊地医院 52-()209 

5/21 門屋医院 5之 o2 0 2 

:J /~8 ;行村病以L 52 り275

一じき療] ，~， t~~患者のんのみ。
[交付1'1寸inOB寺(午後 5時

※原則として往診はいたしません。

だ
さ
い
。

1m 
」月

千 !A_. /、、
ご A 日
両
円

鳥
獣
飼
養
許
可
手
数
料

院医直当

り

結核。肺がん。成人病検診

)-HJ 主義 P)I 日占 r，~ 

十目iJ'-tそ福祉七/タ
10 : OO~ 11 : 30 

日/8 
13: 0円 14:30 

白 J~ 公民今結
10 : (io -11 : 3() 

:i/22 13: ÜO~11: 30 

山 j毎公民館
10: 00~ 1l : 30 

5/26 
13:りの 14: 30 
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国盟国ルポ・長浜のことわざ一一一一血一一

ゼ
ロ

火
災
0
を
願
う

ー
防
火
祈
願
祭

毎
年
恒
例
の
長
浜
町
防
火
祈
願
祭
が
住
吉
神
社
で
行
わ
れ
、

各
地
区
消
防
団
の
分
団
長
を
は
じ
め
一
-
一
十
二
人
が
参
加
、
火

災
の
な
い
一
年
を

願
っ
た
。
昨
年
度

の
町
内
の
火
災
発

生
件
数
は
十
一
件

と
L

八
十
二
年
度
の

五
件
に
比
べ
て
二

倍
以
上
に
な
っ
て

い
る
。
口
頃
か
ら

火
の
用
心
を
心
掛

け
た
い
も
の
。

口
豊
茂
の
小
丙
豊
己
さ
ん
(
九
一
)
は
、
大
和
村
議
会

口
章
議
員
、
ま
た
、
町
議
会
議
員
と
し
て
長
年
に
わ
た

J

{

玉

ん
瑞
り
地
方
自
治
の
進
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

口

矢

』

等

二

月

一

日

口

己

制

動

一

五

等

端

日
曲
一
旦
一
べ
宝
章
が
授

口

酉

与

さ

れ

、

口

小

三

月

六

日

、

口

町

体

育

館

口
で
行
わ
れ
た
伝
達
式

口
の
席
上
、
渡
辺
茂
八

口
幡
浜
地
方
局
長
か
ら

口
彰
状
と
瑞
宝
章
が
手

口
渡
さ
れ
た
。

門
]

「
l
」

口

口

口

口

口

口

口

口

口

円

璽翠翠璽璽2

桜
の
花
も
満
開

1
住
吉
神
社
春
ま
つ
り

一

桜
の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
る
住
吉

神
社
で
、
恒
例
の

春
ま
つ
り
が
行
わ

れ
た
。
午
前
中
に

玉
串
奉
典
を
終
え

た
後
、
午
後
か
ら

は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

舞
踊
、
も
ち
ま
き

が
行
わ
れ
、
満
聞

の
践
と
共
に
訪
れ

た
参
作
客
を
楽
し

ま
せ
た
の

一 一一

u 
」与{k:@

口口口口口口口口口口口口口口口口

思
い
出
を
胸
に

1
小
学
校
卒
業
式

三
月
一
一
十
五
日
、

町
内
の
各
小
学
校

で
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
百
五
十
八
人

の
児
童
が
六
年
間

の
思
い
出
を
胸
に

学
舎
を
後
に
し
た
。

写
真
の
長
浜
小
学

校
(
中
野
武
夫
前

校
長
)
で
は
、
ム
ハ

ト
九
人
の
児
童
が

卒
業
を
迎
え
、
出

席
し
た
父
兄
と
共

に
新
し
い
門
山
を

祝
っ
た
。

ザ
こ
と
わ
ざ
は
、
私
達
の
祖
先
が
、

同
そ
の
体
験
か
ら
生
み
だ
し
た
知
恵
で

ザ
あ
り
、
ま
た
真
理
と
も
信
ビ
ら
れ
て

向
き
た
も
の
で
す
。
そ
の
多
く
は
口
伝

ザ
え
の
形
で
、
長
く
長
浜
の
人
々
の
問

問
に
伝
え
う
け
つ
が
れ
て
き
た
も
の
で
、

時
い
か
に
科
学
の
進
ん
だ
今
日
で
も
、

町
役
立
つ
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ザ
長
浜
に
残
る
こ
と
わ
ざ
を
、
皆
で

ゆ
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

や
{
天
気
に
関
す
る
も
の
}

向
。
青
大
将
が
出
る
と
雨
が
降
る

4

0
小
虫
が
た
く
さ
ん
飛
ぶ
と
雨
が
近

世

O
朝
峠
が
す
い
た
ら
わ
天
気
に
な
る

~
o
朝
虹
が
江
っ
と
川
魁
し
す
る
な
(
朝

ザ
虹
は
水
滴
を
合
ん
だ
西
の
空
に
現

百
わ
れ
、
天
気
が
西
か
ら
東
へ
移
つ

が
て
い
く
か
ら
、
や
が
て
雨
が
降
り

町

出

す

)

世

O
蟻
が
高
い
所
へ
集
ま
る
と
水
が
出

~
る
。
(
蟻
は
雨
で
地
下
水
が
高
く
な

ザ
れ
ば
高
い
所
へ
移
動
す
る
)

向
。
大
霜
の
あ
さ
っ
て
は
雨
(
大
霜
が

日
あ
れ
ば
二
-
日
の
う
ち
に
雨
が
降
る
)

町

O
丙
が
曇
れ
ば
雨
と
な
り
、
晴
れ
た

ザ
ら
天
気
と
な
る

向
。
鼻
欠
山
に
雲
が
か
か
れ
ば
雨
が
降

#

る
向
。
汽
筒
が
よ
く
聞
こ
え
る
と
雨

4

0
肱
川
嵐
が
出
た
ら
よ
い
天
気
に
な

v

v

?

9

 

。
と
ん
び
が
舞
う
た
翌
日
は
雨
(
と

長
;兵

の
、~

」曲

と

わ

ムぐ、司

(1) 

ん
び
が
高
い
所
を
飛
ぶ
時
は
低
気
~

圧

が

来

る

)

ヂ

O
く
も
の
巣
が
朝
か
か
っ
て
い
る
と
~

天
気
が
良
く
な
る
(
高
気
圧
の
快
ザ

晴
の
日
に
巣
を
張
る
。
風
雨
が
強
日

い
と
巣
を
張
っ
て
も
破
れ
て
し
ま
世

う

)

吋

O
と

ん

び

の

朝

な

き

は

雨

ヂ

O
出
石
寺
の
鐘
が
聞
こ
え
る
と
雨
日

O
虹
が
大
川
を
ま
た
ぐ
と
大
木
が
出
る
が

O
蜂
が
家
に
巣
を
し
た
ら
火
事
が
な
い
吋

O
朝
ぼ
ろ
と
女
の
う
で
ま
く
り
許

O
朝
ぼ
ろ
は
大
日
の
も
と
(
女
の
う
~

で
ま
く
り
の
よ
う
に
大
し
た
こ
と
日

は
な
い
。
朝
降
つ
で
も
天
気
が
な
町

お

る

)

告

。
一
夏
の
夕
焼
川
向
こ
う
へ
渡
る
な
句

。
猫
が
顔
を
か
く
し
て
寝
る
と
雨
が
や

降

り

、

の

び

る

と

晴

れ

る

~

O
蜂
が
茶
の
木
の
く
ろ
に
巣
を
し
た
許

ら

大

風

が

吹

く

目

。
蛇
が
木
に
登
る
と
雨
が
降
る
世

O
秋

の

夕

焼

鎌

を

と

げ

~

O
五
七
は
雨
で
四
つ
日
照
り
、
六
つ
が

八
つ
は
風
と
し
る
べ
し
(
六
つ
八
~

つ
風
の
四
つ
日
照
り
、
五
七
は
雨
が

に
九
は
病
)
地
震
の
時
刻
と
天
候
~

の
関
係
を
示
し
た
も
の
四

1
十
日

時
、
五
日
八
時
、
六

U
L八
時
、
七

l
山
時
、
八
n
二
時
、
九
U

十一企

L

了ザ

。
夜
あ
が
り
の
肘
は
長
も
ち
せ
ぬ

(
長
浜
文
化
協
会
会
長
久
保
七
郎
)
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"'"覆室塁雷雲-

¥
¥
一
ゾ
警
え
よ
う
女
平
等

〆
/
1
M同
パ

¥

護

婦

人

週

間

際

四

月

十

日

l
十
六
日

加
」
「
婦
人
労
働
に
吋
ず
る
川
解
」
を
深

め
る
た
め
内
一
ア
マ
J
7
そ
の
つ
ど
定
め
、

作
発
広
報
市
助
主
一
続
け
て
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
四
月
に
は
「
男
女
雇

川
機
会
均
等
法
」
が
施
行
き
れ
、
会
性

の
帆
川
崎
進
川
と
働
く
女
性
川
役
割
持
一
、

法
律
両
か
ら
も
保
証
・
汗
価
す
る
足
掛

か
り
が
で
き
ま
し
た
。

「
女
性
の
能
力
や
役
割
に
つ
い
て
の

凶
定
的
な
汚
)λ

々
を
見
直
そ
う
」
を
テ

ー
マ
に
、
今
年
も
「
婦
人
週
間
」
が
四

月
十
け
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

f

書室翠~亙

女
性
の
一
票
が

初
め
て
投
じ
ら
れ
た
日

婦
人
週
間
は
、
わ
が
凶
の
女
性
が
初

め
て
参
政
潅
を
行
伎
し
た
昭
和
一
一
十
一

年
四
川
十
H
を
記
念
し
亡
、
昭
相
手
一
卜

四
年
に
設
け
ら
れ
、
財
人
の
地
位
の
向

上
の
た
め
に
特
別
作
発
活
動
を
た
施
し

て
い
ま
す
。
二
の
問
、
「
女
性
の
社
会
参

男
女
の
協
力
で

社
会
を
支
え
よ
う

今
年
は
、

園臨哩圃ー男女平等・長浜文芸@表彰間四歴璽

メ

f
J
一「

1
7
の
趨
口
円
を

わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
、
キ
ヤ

y
チ
フ

レ
ー
ズ
し
し
し
亡
、
「
交

が
変
わ
る
叫
が
変

わ
る
付
会
が
交
わ

る
」
が
採
用
さ
れ
ま

し
ん

Q

社
会
を
支
え
る
の

は
、
男
と
女
の
向
性

で
す
。
こ
の
点
を
、

お
足
い
し
っ
か
り
と

認
識
し
上

7
と
い
う

発
想
で
す
。

こ
う
し
た
考
え
方

が
社
会
に
行
き
渡
る

な
ら
、
「
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
」
も
、
ス

ム
ー
ズ
に
社
会
の

η

慣

習
υ

と
し
て
生
か
さ

れ
る
は
ず
で
す
。

直!

哩
~ 
軍司

ー
長
浜
し
お
さ
い
短
歌
会
1

わ水た{t;::
i l {liJり tL
ぴ〉ぴ〉 し茶屋
城香顔の
なり 見石
りた つ段
だめ i二
上 亡り
う j了し
台、 りわ

所土ぬか
心川は
fヰ;σ〉

め注~ i詣
る J- ち

島

問

光

子

長
浜
の
八
7

昔
み
じ
か
に
聞
き
伶
み
し
年

円
の
長
せ
一
ふ

平

野

春

子

母
好
む
併
の
音
の
ご
と
き
サ
ク
ラ
ホ
買

い
き
ず
に
侍
ち
ぬ
退
院
の
け
が
一怯

凶

益

子

段
々
と
怠
欣
湧
き
く
る
一
台
子
ら
し
と
先

生
に
聞
く
起
が
地
に
者
か
す真

鍋
富
美
子

春
告
げ
る
で
'
ル
や
わ
ん
や
の
王
国
は
し

ら
う
れ
祭
り
で
賑
い
て
む
り頼

、
永
砂
代
子

第

2
@
第
4
土
曜
日
は

閉
庁
に
な
り
ま
す

A 
豆一

媛

一
蕊
根
県
で
は
、
四
月
八
け
か
ら
毎
月

第
一
一
・
第
四
土
曜
日
は
閉
庁
き
せ
て
明

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
局
処
理
を
一
層
効
率
的
に
行
い
、

皆
さ
ん
に
で
き
る
だ
け
ゴ
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
回
の
措
置
に
こ
埋
解
を

引
き
、
今
後
と
も
県
政
の
推
進
に
ご
協

力
を
わ
願
い
し
ま
す
。

沼
市
立
病
院
、
美
術
館
、
運
転
免
汗
セ

ン
タ
ー
、
健
康
噌
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

施
設
は
従
来
通
り
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
ご
利
用
に
な
る
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E 
X 
P 
O 

花閣
の
万
博

県

千
九
九
一

υ年
、
同
月
一
日
か
ら
九
川

一
十
日
の
問
、
大
阪
鶴
見
対
比
ご
開
催

さ
れ
る
「
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
」
ば
、

花
と
紙
と
夢
と
楽
し
だ
が
た
く
さ
ん
フ

ま
っ
て
い
ろ
一
山
口
会
で
す
ω

世
界
中
の
花
ん
v
V
美
し
い
庭
同
、
あ

っ
付
げ
と
驚
く
よ
う
な
パ
ピ
リ
オ
ン
、
と

ソ
て
も
楽
し
け
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ノ
マ
ト
な

vf一
な
ど
、
会
場
内
は
愉
快
な
メ
一
一
一
?
一
ー

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
そ
の
中
に
は
、
私

達
の
は
討
の
出
国
も
も
ち
ろ
人
去
り
ま
す
。

た
だ
今
、
前
売
人
場
券
を
、

J
R
主

要
駅
、
旅
行
会
社
、
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
等

で
発
売
中
で
す
c

お
問
い
合
わ
せ
先
は
:
:
・
、

建
設
省
国
際
花
と
献
の
博
覧
会
推

進

室

登

0
3
5
9
7

行

2
5
1

へ
直
通
)

川
国
際
花
と
緑
の
棒
覧
会
協
会

働
く
人
び
と
の

職
場
体
験
記

日
本
労
働
協
会
で
は
、
「
倒
ノ
¥
人
び
と

の
職
場
体
験
記
」
を
次
の
要
領
で
募
集

し
ま
す
。

一
募
集
テ

i
マ
一
次
の
う
ち
か
ら
一
つ

を
選
人
で
く
だ
さ
げ
①
職
場
と
私

大

阪

念

。

G
1
9
4
ら

5
5
0

0
(
代
k
k
)

東

京

倉

0

3

5

8

2

1
リ
リ

O
(
代
表
)

去
TI:ペ
早ノ

中

小

*

中

小

上
国
さ
ん
ら
卜
四
人

公
民
館
優
良
役
職
員

什
一
河
内
上
川
秀
明
さ
ん
(
五
七
)
、
同
松

汀
実
九
ミ
一
f
l
t

一
、
節
十
七
つ
手
不
ー
ら

E

l
i
-
-
J
一

，

一

〈

/

十

T
/
〆
U
J、7
4
r
l
'
ヌ
1

3
ハ
(

h

O

)

、

M
J王
ヤ
芳
正
さ
ん
に
一
九
一
、

豊
茂
の
佐
々
木
潜
子
さ
ん
二
パ
ヘ
)
、
出
海

の
橋
本
法
さ
ん
一
一
一
戸
、
川
稲
川
都
さ
ん

(
六
ご
一
)
、
長
一
点
の
J

品
川
淫
十
七
口
ん
(
七
九
)
、

川
川
口
隆
差
口
さ
ん
面
白
)
、
同
大
一
日
川
隆
さ

ん
(
四
九
一
一
、
同
泊
地
郁
哉
さ
ん
一
四
四
寸
大

和
の
仲
川
和
長
ち
ん
一
六
μ)
、
日
川
松
岡
忠

推
注
入
会

c~
、
一
円
浦
の
一
一
広
義
流
さ
ん

(
六
一
)
は
、
昭
和
六
十
-
二
年
度
長
浜
川
ノ
バ

民
館
優
良
役
職
員
と
し
て
、
一
て
川
五
日

に
閣
か
れ
た
第
一

4
i
一
一
判
長
浜
町
公
民

品
川
究
大
会
の
席
上
、
長
浜
町
教
育
委

は
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

②
校
能
に
小
」
き
る
叩
J

一
一
竹
ぃ
山
?
と
余
暇

一
原
稿
枚
数
一
四
百
字
詰
原
稿
川
紙
同

1
E
枚
(
別
紙
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
許
口
一
り
及
び
職
業
を
、
ま
た
職
業
訓

練
生
は
そ
の
汚
を
そ
れ
ぞ
れ
明
記
し
て

く
だ
さ
い
)
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
「
。
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
c

一
応
募
資
格
一
戦
旧
制

P
倒
く
人
及
び
職

業
訓
練
を
受
け
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
倍
構
で
す
。
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in分を大切にし、物事を

f扇らないすご、見ること σ〉できる

，心を士;干し、J47りをもっ T汗ミき 1て

ほしい」と 0.....こ れは千成時

代を背負ってくれる高等学校

を巣 ~'rつ生徒に贈った某校長

の励ましの三葉である。 A [lL{

片と言えば入学・進級・進学園

昇格・舛ifと喜びに浸る好季

節 E下、職場には希己~(ニ満ちて

新しいスタートを切る若者も

加わる。 A 教育界・行政・産

業各界では個性の 尊厳を認識

し、信頼し、協調し合い職務

を向 覚 し 、 明 る く豊かな職場

作り・学校作り・町づくりに

遜進することが吾々の責務で

ある。政府は「ふるさと創牛J
と称し 、 各 市 町 村のほとんど

に 億円を交付すると意気ご

んでいるが、天下りの「ふる

さと創生」では地域の創生は

なしh ふるさと長浜は町長も

i年目「まちづくり 町 民 総 参

加」の推進の気運は高まり、

第J次・第三次開発も軌道に

乗った。この時平成元年を迎

え、 fjミ上亡と行政の -i本化、潤

いと活力ある町づくりは推進

中。各地域整備計画推進万策

も 各地域住民の総 意でこれこ

そ真の「ふるさと創生」であ

る。 国 際 関 係 の 急変と国内社

会の変化に対応しつつ、平成

時代を町民総参加で遜進して

豊かで住み良い町づくりをめ

ざしてi'ixしい。

{
締
め
切
り
}
平
成
元
年
五
月
八
日

(
当
日
消
印
有
効
)

一
送
付
先
一
一
丁
郎
東
京
都
港
区
芝
公
園

一
1
1
七

六

中

退

金

ピ

ル

日

本

労

働
協
会
「
働
く
人
び
と
の
職
場
体
験
記
」

係

(有〉岸本印刷印刷

カ
ヌ

l
ツ
ー
リ
ン
グ

力
新
緑
の
肱
川
u

(毎月 1日発行)

大
洲
青
年
の
家
で
は
、
肱
川
町
か
ら

長
浜
町
ま
で
を
カ
ヌ
ー
で
下
る
「
カ
ヌ

ー
ツ
ー
リ
ン
グ
・
新
緑
の
肱
川
」
を
五

月
三
日
か
ら
開
催
し
ま
す
。

日
程
は
別
記
の
通
り
で
、
費
用
は
一

人
五
千
五
百
円
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

詳
し
く
は
、
主
同
年
の
家
事
業
課
(
倉

0
8
9
3
!
μ
5
1
7
5
)
ま
で
。

平成元年 4月1日発行

寄
付
課
納

。
櫛
生
の
生
田
俊
道
さ
ん
-
・
・
極
超
一
間
波

(
マ
イ
ク
ロ
波
)
治
療
機
を
櫛
牛
一
診
療

所
ヘ
。

。
長
浜
の
大
庭
正
幸
さ
ん
:
推
理
小
説

百
六
十
二
冊
を
町
立
凶
書
館
へ
。

。
沖
浦
保
育
所
卒
園
児
保
護
者
一
同
(
代

平成元年 4月号広 報ながはま

カヌーツーリンク日平呈表

日 9 :00~12:00 13: 20~16: 20 19 : 00~20 : 30 

開講式
基本潜艇 V T R 

日 (11 : 10) 

4 出発 カヌ←ツ←リング

肱JI[同I 大洲市 仲間とのつどい
日 (10:00) 21km 

リ「 カヌーツーリング 開講式

肱川町 大洲市
日 21.195km (16 : 00) 

表
渡
壁
美
弥
チ
)
:
-
外
掛
け
時
計
を

沖
浦
保
育
所
ヘ
。

。
沖
浦
保
育
所
母
の
会
(
代
表
・
:
渡
壁

美
弥
子
)
:
・
遊
日
一
一
二
式
を
沖
浦
保
育
所

¥
。。

れ
滝
小
学
校
六
年
生
父
兄
(
代
表

土
満
え
つ
子
)
:
ス
ト
ー
ブ
-
台
を
白

滝
小
学
校
へ
。

。
喜
多
灘
保
育
所
卒
園
児
保
護
者
一
同

(
代
表
・

4

西
山
通
子
)
:
-
座
敷
テ
ー
ブ

ル
一
一
脚
を
喜
多
灘
保
育
所
ヘ
。

。
長
浜
保
育
所
母
の
会
(
代
表
・
真
鍋

富
美
子
)
・
:
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー

ダ
ー
一
台
を
長
浜
保
育
所
へ
。

。
向
滝
の
小
亀
聡
子
さ
ん
・
事
務
用
椅

子
三
脚
を
役
場
へ
。

ψ
 

元
年
2
月
長
浜
町
役
場
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

¥

櫛

生

/
松
山
市

ヘA
7

坊

f

中
目
中
南

氏

名

婚

姻

時

年

齢

下

坂

英

昭

(

二

六

)

青
野
三
香
(
一
ゴ
一
一
)

東

久

延

(

一

二

二

山
田
久
美
(
-
一

O
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
N

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

櫛

生

村

上

一

憲

長

交

智

恵

美

長

浜

渡

尚

二

次

沙

也

香

豊

茂

松

本

孝

彦

二

男

直

樹

上

老

必

堀

井

秀

司

長

男

裕

也

長黒下下 沖
須須柴

浜川戒戒 浦

仁 出 櫛 出 黒 長 豊 出 長 子 氏 沖 住
柴

久海生 海田浜茂海浜川浦所

浅
井
三
月
生

大

野

一

弘

前

川

治

重

岡

山

隆

司

田

淵

通

大

橋

由

和

三

男

期

悟

長
女
亜
都
沙

長

男

真

治

長

男

肇

長
女
愛
太
不

二

男

知

史

お
く
や
み

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

氏

名

死

亡

時

年

齢

岡
本
嘉
吉
(
八
-
一
二

山
本
テ
ル
ヨ
(
八
二
一
)

土

田

章

夫

(
r
E
-
一

)

平

井

源

一

(

六

八

)

菊
間
ス
ミ
カ
(
八
八
)

市
川
モ
モ
子
(
七
二

武

田

義

徳

(

五

九

)

木
村
建
太
郎
(
同

O
)

渡
遁
ユ
キ
ヱ
(
八
五
)

林

幸

三

郎

(

八

二

)

渡
遁
サ
キ
ヱ
(
七
七
)

奥
野
ミ
チ
コ
(
七
八
)

祝
日
に
は

国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

む疋翻

編

後
記
鰯

四
月
号
の
原
稿
を
書
き
終
え
よ
う
と

し
て
い
る
今
、
私
の
頭
の
中
で
は

H

五

月
号
ω

と
い
う
-
年
間
で
一
番
ペ

l
ジ

を
食
う
倍
物
が
暴
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

怪
物
は
、
施
政
方
針
演
説
、
一
般
質
問
、

勺
初
予
算
、
人
事
異
動
と
い
っ
た
数
々

の
武
器
を
持
ち
、
毎
年
一
回
私
の
前
に

立
ち
ふ
さ
が
る
の
で
す
。
し
か
し
私
は

負
け
ま
せ
ん
。
一
一
年
間
と
い
う
経
験
の

中
で
育
て
あ
げ
て
き
た
段
取
り
と
い
う

味
方
を
フ
ル
に
活
用
し
、
こ
い
つ
を
退

治
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
味
方
の
使
い

方
を
間
違
え
な
け
れ
ば
、
一
か
月
後
に

お
会
い
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
楽

し
み
に
む
待
ち
く
だ
さ
い
。
(
こ
)

〈

〉

〈

〉

訂
正
-
:
本
紙
三
月
号
六
ペ
ー
ジ
、
ル

ポ
の
欄
中
、
長
中
で
卒
業
式
は
長
中
で

少
年
式
、
七
ペ
ー
ジ
、
表
彰
の
欄
中
、

白
滝
の
後
藤
和
男
さ
ん
(
六
O
)
は
(
五
六
)
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

数

人ljをふやしましょう

I 3月 1日現在 自ijJlとの比較

11，726人 20人減
人 r J (男 5，532人)

( 1~ 人減)!x 6，194人 11人減

世帯数 3，761世帯 7世帯減

帯世口人


